
　令和５年に施行されたこども基本法に基づく市町村こども計画として、これまであった３つの計画を一体
のものとし、今年３月に枚方市子ども・若者総合計画を策定しました。児童虐待やいじめ、待機児童問題、
不登校件数の増加など、子どもや子育て家庭を取り巻く環境が厳しくなる中、全ての子ども・若者や子育て
をしている誰もが生き生きと希望を持って暮らせるよう、市はさまざまな事業に取り組んでいます。今回は
同計画の５つの施策目標に基づく取り組みの中から見守りや居場所づくりをキーワードに紹介します。

問子ども青少年政策課☎841・1375、〃843・2244

　枚方市子ども・
子育て支援事業
計画

　枚方市子ども
・若者育成計画

　子ども・若者に関わる施策に子どもなどの意見を反映するた
め、小中学生や若者、子育て当事者から意見を募集したほか、
未就学児やひきこもり当事者などに就学前施設や居場所支援事
業の関係施設、市役所窓口などで直接意見を聴きました。

　枚方市ひとり
親家庭等自立促
進計画

対象はおおむね
18歳未満の子どもと
子育て当事者など

対象は子ども・お
おむね40歳未満
の若者・子育て当
事者など

ボール遊びが
できる公園が
ほしい

留守家庭児童
会室を土曜日も
開けてほしい

いじめの
いろいろな
相談窓口を
知りたい

計画は文字が
多いので
読みやすく
してほしい

▲総合計画・概要
版はこちら

対象はひきこもり
などの15歳～39歳
の子ども・若者と
その家族

対象はひとり親家庭
と寡婦

　待機児童の解消や子育てに
関する相談支援、子どもの貧困
対策などを推進

さまざまな対象を切れ目なく支援
できるようこれまでの３つの計画
を一体のものとして策定しました

計画の対象となる当事者から
意見を聴きました

意見の一例

　主にひきこもりやニート、不登
校状態における自立を支援

　ひとり親家庭などの子育て
環境整備や経済的な安定を目
指した支援

これまでの計画

枚方枚方市市
子子どどもも・・若若者者
総合計画総合計画

全ての子ども・若者が
笑顔で健やかに成長できるまちへ

子ども・若者総合計画ってなんだろう？
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【対象】
子どもの成長過程全般

【対象】子どもの誕生前～幼児期

【対象】
学童期・思春期

【対象】青年期

【対象】
子育て当事者など

　不登校の児童・生徒を対象に、学校と家庭
の中間的な「心の居場所」として、教育文化
センター内に設置。自学自習などの個別活動
と軽運動や調理実習などのグループ活動を通
じて、自己肯定感
や自己決定力を養
い、子ども自身の
可能性を広げる取
り組みを実施して
います。

　スクールカウンセラーや心の
教室相談員を配置し、小中学
校での児童・生徒や保護者の
心理的課題の解決を支援。

　いじめや不登校、虐待などを
はじめ、小中学校で子どもたち
の抱える悩みなどの解決に向け
支援する専門職を配置。
　※詳細は５ページ参照

　子どもたちが小学校生活
に円滑に移行できるように、
保育所（園）・幼稚園などと
小学校の職員同士の連携や
未就学児と小学生の交流な
どの取り組みを推進。

　小学校で土曜を中心に児
童が自然保護や文化活動な
どに地域の人と取り組み、
自己肯定感や自己有用感を
高める活動に補助金を交付。

　保護者の就労などで保
育が必要な児童を預かる
留守家庭児童会室、希
望する児童が自主的に遊
び学べる放課後オープン
スクエアを実施。

　ひきこもり等子ども・若者相
談支援センターで、おおむね
15歳～39歳のひきこもり・ニ
ート・不登校などの子ども・若
者やその家族などの相談に対
応。さらに次のステップとして
少人数での活動を通して社会と
のつながりを築いていく居場所
支援事業「ひらぽ」、家族支援
事業「家族の会」を実施。

　地域コミュニティや民間事業者な
ど、さまざまな団体が取り組む「食
事」を通じた居場所づくり事業に補
助金を交付。
　※詳細は４ページ参照

学校外での学びの場学校外での学びの場
教育支援センター「ルポ」教育支援センター「ルポ」

児童や生徒の児童や生徒の
心理的課題を解消心理的課題を解消

スクールソーシャルスクールソーシャル
ワーカーの配置ワーカーの配置

就学前施設と小学校就学前施設と小学校
のネットワーク化ののネットワーク化の
推進推進

子どもいきいき子どもいきいき
広場事業への支援広場事業への支援

総合型放課後事業総合型放課後事業
ひきこもり・ニート・ひきこもり・ニート・
不登校の子ども・若者の不登校の子ども・若者の
居場所づくり居場所づくり

子ども食堂の支援子ども食堂の支援

⑴すべての子ども・
　若者の人権・最善の
　利益が尊重される
　まちづくりの推進

⑵子どもを安心して生み、
　楽しく育てることができる
　とともに、子どもが健やか
に成長できる

　まちづくりの推進

⑶子どもの生きる
力と個性を育む

　まちづくりの推進

⑷若者の社会性を育み、
自立を支援する　　

　まちづくりの推進

⑸子育てをしている誰もが
いきいきと希望を持って
暮らせる

　まちづくりの推進

５つの５つの
施策目標施策目標

どんなことに取り組んでいるの？

見守りや居場所づくりって
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じて、自己肯定感
や自己決定力を養
い、子ども自身の
可能性を広げる取
り組みを実施して
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　スクールカウンセラーや心の
教室相談員を配置し、小中学
校での児童・生徒や保護者の
心理的課題の解決を支援。

　いじめや不登校、虐待などを
はじめ、小中学校で子どもたち
の抱える悩みなどの解決に向け
支援する専門職を配置。
　※詳細は５ページ参照

　子どもたちが小学校生活
に円滑に移行できるように、
保育所（園）・幼稚園などと
小学校の職員同士の連携や
未就学児と小学生の交流な
どの取り組みを推進。

　小学校で土曜を中心に児
童が自然保護や文化活動な
どに地域の人と取り組み、
自己肯定感や自己有用感を
高める活動に補助金を交付。

　保護者の就労などで保
育が必要な児童を預かる
留守家庭児童会室、希
望する児童が自主的に遊
び学べる放課後オープン
スクエアを実施。

　ひきこもり等子ども・若者相
談支援センターで、おおむね
15歳～39歳のひきこもり・ニ
ート・不登校などの子ども・若
者やその家族などの相談に対
応。さらに次のステップとして
少人数での活動を通して社会と
のつながりを築いていく居場所
支援事業「ひらぽ」、家族支援
事業「家族の会」を実施。

　地域コミュニティや民間事業者な
ど、さまざまな団体が取り組む「食
事」を通じた居場所づくり事業に補
助金を交付。
　※詳細は４ページ参照

学校外での学びの場学校外での学びの場
教育支援センター「ルポ」教育支援センター「ルポ」

児童や生徒の児童や生徒の
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子ども食堂の支援子ども食堂の支援

⑴すべての子ども・
　若者の人権・最善の
　利益が尊重される
　まちづくりの推進

⑵子どもを安心して生み、
　楽しく育てることができる
　とともに、子どもが健やか
に成長できる

　まちづくりの推進

⑶子どもの生きる
力と個性を育む

　まちづくりの推進

⑷若者の社会性を育み、
自立を支援する　　

　まちづくりの推進

⑸子育てをしている誰もが
いきいきと希望を持って
暮らせる

　まちづくりの推進
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子どもも大人も心地よい居場所づくり

笑
顔
で
食
事
が
楽
し
め
る

場
所
に

　「
え
く
ぼ
」
の
名
前
に
は
笑
顔
（
＝
え
）

が
あ
ふ
れ
食
（
＝
く
）
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
地
域
で
の
暮

ら
し
（
＝
ぼ
）
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
最
近
は
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
と
交
流
で
き
る
場
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
気
軽
に
集

ま
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
場

を
提
供
し
た
く
て
始
め
ま
し
た
。
魚
が
苦

手
な
子
に
は
「
こ
れ
は
何
の
魚
？
」
と
食

材
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
ク
イ
ズ
を
出

す
な
ど
、
楽
し
ん
で
食
事
が
で
き
る
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
残
っ
た
料
理
は
ス
タ
ッ

フ
が
食
べ
る
の
で
、
唐
揚
げ
な
ど
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
は
「
少
し
は
残
し
て
！
」
と
ひ

そ
か
に
思
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

大
人
に
も
笑
顔
と
一
息

　
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
少
な
い
お
子
さ

ん
が
何
度
も
「
お
か
わ
り
」
と
言
っ
た
様

子
を
見
て
、「
久
し
ぶ
り
に
声
を
聞
い
た
」

と
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
が
難
し
い
保
護
者
の
人
も
、

こ
こ
で
は
こ
ど
も
た
ち
と
会
話
し
な
が
ら

笑
顔
で
食
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
風
に
こ
ど
も
と
一
緒
に
大
人
も
笑
顔

に
な
れ
る
場
所
に
し
た
い
で
す
ね
。

子ども青少年政策課
係長　山際　麻里

子どもにとっての
新しい居場所に

こども食堂えくぼ
髙松　皓己さん

　息子が私以外と外出できる場所を増やしたくて利用を始めました。ス
タッフさんは優しく料理もおいしいので息子はとても楽しみにしていま
す。今ではヘルパーさんと２人でも来られるようになり、この場所があ
って本当に良かったと感じています。

子ども食堂子ども食堂

参加者の声

　地域のつながりが希薄化する中、同世代・異世代
交流の場を提供する団体にお話を聞きました。

近くの子ども食堂を
探したいときはこちら
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子どもたちの生活環境を整える福祉の専門職

全
て
の
子
ど
も
・
若
者
が

笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
へ

　
こ
の
計
画
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
一
人
一

人
が
大
切
に
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
笑

顔
で
健
や
か
に
育
ち
、
保
護
者
が
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
今
回
ご
紹
介

し
た
方
々
や
事
業
者
、
団
体
を
含
め
、
多
く

の
人
た
ち
が
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
に
は
、
市
や
全
て
の
大
人

の
役
割
な
ど
を
定
め
た
「
子
ど
も
を
守
る
条

例
」
を
制
定
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見

守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
課
題
や
、
子
育
て

支
援
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

中
、
こ
れ
ら
の
計
画
や
条
例
を
踏
ま
え
、
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
事
者
か
ら
意
見
を
聴
く

仕
組
み
づ
く
り
も

　
全
て
の
子
ど
も
や
若
者
、
そ
し
て
子
育
て

を
す
る
人
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
の
実
現
に

は
、
当
事
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
市
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
計
画
も
、
子
ど
も
や
若
者
の
み
な

さ
ん
の
お
声
を
聴
き
一
緒
に
作
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
の
取
り
組

み
に
生
か
す
た
め
、
事
前
に
登
録
い
た
だ
い

た
子
ど
も
や
若
者
に
意
見
を
募
る
仕
組
み
を

作
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
れ
ば
広
報
ひ

ら
か
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
声
を
ぜ
ひ
聴

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
よ
っ
て

悩
み
の
原
因
や
寄
り
添
い
方

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う

　
学
校
で
は
ま
ず
、
校
門
で
登
校
を
見
守

り
遅
刻
し
て
く
る
子
が
い
れ
ば
付
き
添
っ

た
り
、
教
室
に
入
り
づ
ら
い
子
が
い
れ
ば

話
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
悩
み

を
抱
え
て
い
そ
う
な
子
が
い
な
い
か
教
室

を
巡
回
し
ま
す
。
休
み
が
ち
な
子
が
い
た

の
で
す
が
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
原
因

だ
っ
た
の
で
、
学
校
外
で
朝
か
ら
活
動
で

き
る
場
所
を
紹
介
し
、
徐
々
に
リ
ズ
ム
が

整
う
と
学
校
に
も
復
帰
で
き
ま
し
た
。
大

切
な
の
は
そ
の
子
に
合
っ
た
居
場
所
づ
く

り
。
そ
れ
は
学
校
内
に
限
り
ま
せ
ん
。
長

い
目
で
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
悩
み

に
寄
り
添
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

尊
重
し
な
が
ら

多
様
な
機
関
と
も
連
携

　
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
を
ひ
も
と
き
、
友
だ
ち
関
係
、

地
域
、
学
校
、
家
庭
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
に
働
き
か
け
、
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
学
校
内
で
は
先
生
以
外
に

も
子
ど
も
の
心
を
ケ
ア
す
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
不
登
校
支
援
員
な
ど
と
共

に
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
支
援
し
て
い
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
民
生
委

員
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
も

連
携
し
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
そ
の
子
が
ど
の
よ
う
に
思
い
、
ど
う
し

た
い
の
か
」。
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

第
一
に
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
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入
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。
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。
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携
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友
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取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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す
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携
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は
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が
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に
思
い
、
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の
か
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